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年児童 29 名（男子 15 名，女子 14 名）であった．また，本研究の結果については，疾走動作得点なら
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検証授業は，2017（平成 29）年 1 月 31 日から
2017（平成 29）年 2 月 15 日にかけて，埼玉県内







































































の 1 つであるリバウンドジャンプ（Re-bound Jump：
以下「RJ」と略す）は，RJ 実施中の接地時間と疾
走 中 の 接 地 時 間 が 類 似 し て お り （ 図 子 ほ か ，
1993），RJ 遂行能力注 4）と疾走速度との間に相関
関係が認められている（加藤ほか，2014）．しかし，























































運動として走りながら 1 マスに 1 歩ずつ接地する
クイックランを取り上げることとした．また，授業者と
の合議により，三角形の 1 辺を 10m とし，実施時
間を 40 秒間とした． 
 
 
図 1 サーキット運動 
マント走（図 2）については，体幹をわずかに前 傾させた状態でまっすぐな姿勢を保ちながら疾走































た，脚 の振 り出 し動 作 を誇 張 するために，片 道













図 4 障害物リレー 
関所破り（図 5）については，連続してジャンプ
することを目的として位置づけた．また，スタート地
点から関所 1 までの距離，関所 1 から関所 2 まで


































単元 1 時間目ならびに単元 7 時間目において
50m 走の記録測定を行った．学習者は，土のグラ
ウンド上の 50m 走路において，スタンディングスタ
ートからの全力疾走を 1 回行った． 
そして，単元前後の 50m 走の疾走動作の撮影









は共に毎秒 60 コマであった． 
 
 













までの短 距 離 走 の授 業 を対 象 とした実 践 研 究



















































また，対象児童 29 名（男子 15 名，女子 14 名）
のうち，事前または事後測定を欠席した学習者を







（n＝8：男子 5 名，女子 3 名），中位群（n＝9：男
子 5 名，女子 4 名），下位群（n＝9：男子 5 名，























表 4 実際に行われた「かけっこ」の授業の学習指導過程 
 
3．2．形成的授業評価の結果 




弧内の数値は 5 段階評価を示している． 
「総合評価」に関しては，単元の 1 時間目に
2.64 点で 5 段階評価の「4」を示し，4 時間目に
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表 6 単元前後における学習者の疾走動作得点の結果 
3．4．50m 走タイム 
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評価」の得点は単元の 1 時間目から 3 時間目に
かけて 5 段階評価の「4」で推移した．このような傾
向がみられた要因としては，1 時間目から 3 時間
目まで 5 段階評価の「3」で推移した「成果」次元
による影響が大きいと考えられる．すなわち，単元
の 1 時間目では，学習活動の中心が 50m 走の記





































































































































































































































面，減速局面の 3 つに大別される（Mero et 
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